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(57)【要約】
【課題】効率的に油タンク内の水分を除去できる油冷式
圧縮機を得る。
【解決手段】圧縮機本体２に油を供給しながら気体を圧
縮する油冷式圧縮機において、圧縮機本体２が圧縮した
気体から分離して回収した油を溜める油タンク３と、一
端が油タンク３内側の底部に位置し、他端が油タンク３
の圧縮気体出口付近に位置するように配置した水分吸着
材１１と、水分吸着材１１の他端部分を加熱するための
ヒータ１２とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機本体に油を供給しながら気体を圧縮する油冷式圧縮機において、
　前記圧縮機本体が圧縮した気体から分離した油を溜める油タンクと、
　一端が前記油タンク下部に位置し、他端が前記油タンクの圧縮気体出口付近に位置する
ように前記油タンク内側に配置して、前記油と混合している水分を吸着するための吸着手
段と、
　該水分吸着手段の前記他端部分を加熱するための加熱手段と
を備えることを特徴とする油冷式圧縮機。
【請求項２】
　圧縮機本体に油を供給しながら気体を圧縮する油冷式圧縮機において、
　前記圧縮機本体が圧縮した気体から分離した油を溜める油タンクと、
　前記油と混合している水分を吸着するための水分吸着手段と、
　前記水分吸着手段を前記油タンク下部と前記油タンクの圧縮気体出口付近との間で移動
させる吸着材移動手段と、
　前記油タンクの圧縮気体出口付近で前記水分吸着手段を加熱するための加熱手段と
を備えることを特徴とする油冷式圧縮機。
【請求項３】
　前記水分吸着手段を一対有し、
　前記吸着材移動手段は、各水分吸着手段が交互に前記溜まった油に浸漬するように、前
記油タンク下部と前記油タンクの圧縮気体出口付近との間を移動させることを特徴とする
請求項２記載の油冷式圧縮機。
【請求項４】
　前記水分吸着手段の材料としてゼオライトを用いることを特徴とする請求項１～３のい
ずれか一項に記載の油冷式圧縮機。
【請求項５】
　前記圧縮機本体が前記気体の圧縮を開始し、前記圧縮機本体が稼働を停止して内部の圧
力を開放するまでの間、前記加熱手段による加熱を行うことを特徴とする請求項１～４の
いずれか一項に記載の油冷式圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、油冷式圧縮機に係るものである。特に圧縮機が有する油タンクにおける水
分除去に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、圧縮部分の冷却、潤滑、密封等を油（圧縮機油）を用いて行う油冷式圧縮機が
従来からある。従来の油冷式圧縮機では、例えば、油タンク中の水分を、タンク下流の除
湿された空気を油タンク内に導入させて除去している。具体的には、吸込み弁を閉鎖した
無負荷運転時に、除湿空気を内気循環させる回路を形成し、油タンク中の水分を除去する
ものである（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２１９０２４号公報（第５－６項、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の油冷式圧縮機における油タンク中の水分除去は、吸込み弁を閉鎖した無負荷運転
ができることを前提に行うものである。このため、例えば無負荷運転を行うことができな
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い油冷式圧縮機には適用することができない。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、例えば無負荷運
転等によらず、効率的に油タンク内の水分を除去できる油冷式圧縮機を得ることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る油冷式圧縮機は、圧縮機本体に油を供給しながら気体を圧縮する油冷式
圧縮機において、圧縮機本体が圧縮した気体から分離して回収した油を溜める油タンクと
、一端が油タンク内側の底部に位置し、他端が油タンクの圧縮気体出口付近に位置するよ
うに配置した水分吸着材と、水分吸着材の他端部分を加熱するための加熱手段とを備える
。このとき、水分吸着材は、水分のみを選択的に吸着するように調整されているとともに
、加熱等により生じる気体の雰囲気の変化により吸着した水分を周囲の圧縮した気体に放
出し、かつ一旦水分を放出した後は再度水分を吸着できる状態に再生される。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、油タンク内面に設けられた水分吸着材において、油中に浸った一端
にて水分を吸着するとともに、気体出口付近の一端でのヒータの加熱により吸着されてい
る水分が放出され、圧縮気体と共に油タンクの出口から排出されるように構成したので、
通常の圧縮機動作中に、連続的に油タンク中の水分を油から分離し、タンク外に排出する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１に係る油冷式圧縮機の全体構成の模式図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る油冷式圧縮機の油タンク３の断面図である。
【図３】この発明の実施の形態２に係る油冷式圧縮機の油タンク３の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１である油冷式圧縮機の全体構成の模式図である。図１
に示すように、本実施の形態の油冷式圧縮機は、エアフィルタ１、圧縮機本体２、油タン
ク３、油分離手段４、セパレータエレメント５、アフタークーラ６、水分離器７、エアド
ライヤ８、オイルフィルタ９およびオイルクーラ１０を有している。
【００１０】
　エアフィルタ１は、油冷式圧縮機内に吸い込んだ空気等の気体（以下、空気とする）に
含まれる粉塵等を捕捉する。圧縮機本体２は、吸入した空気を圧縮し、圧縮空気として送
り出す。油分離手段４は、圧縮空気に含まれる油（冷凍機油）を圧縮空気から分離（一次
分離）する。油タンク３は油分離手段４が分離した油を、圧縮機本体２に戻すために一時
的に蓄えるタンクである。セパレータエレメント５は、油タンク３を通過した圧縮空気か
らさらに油をろ過分離する。アフタークーラ６はセパレータエレメント５を通過した圧縮
空気を冷却する。また、水分離器７は、圧縮空気から凝縮される水を分離する、ドレン排
出機能を有する。エアドライヤ８は圧縮空気を除湿する。そして、オイルフィルタ９は、
油タンク３の油を浄化冷却し、圧縮機本体２に再度供給する。オイルクーラ１０は油を冷
却する。
【００１１】
　図２は実施の形態１の油冷式圧縮機に係る油タンク３の断面図である。図２に示すよう
に、本実施の形態の油冷式圧縮機において、油タンク３は水分吸着手段となる水分吸着材
１１を有している。水分吸着材１１は、一端が油タンク３の下部（側面下部）、底部等、
油タンク３に溜まった油に浸漬できるような位置にあり、他端が、圧縮空気が送り出され
る圧縮空気出口の直前（圧縮空気出口付近）の位置にあって、一連なりになっている。ま
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た、油タンク３の外面から油タンク３の空気出口付近における水分吸着材１１の端部を加
熱する加熱手段となるヒータ１２を有している。そして、圧縮機本体２が稼動（駆動）し
て圧縮空気が発生する直前から、圧縮機本体２の稼動が終了して内圧が開放されるまでの
間、ヒータ１２に通電して加熱させるようにする。
【００１２】
　以上のような油冷式圧縮機における各機器の動作等について説明する。圧縮機本体２が
稼動すると、圧縮機外の空気をエアフィルタ１を介して吸入する。そして圧縮機本体２は
圧縮空気を吐出する。このとき、空気に油を供給して（混合させて）圧縮機本体２に吸入
させることで、圧縮空気及び圧縮機本体２を冷却する。このため、圧縮空気と共に混入し
た油が吐出される。
【００１３】
　油分離手段４は圧縮空気から混入した油を分離する。分離した油は油タンク３に回収さ
れる。そして、回収した油を油タンク３下部から送り出し、オイルフィルタ９、オイルク
ーラ１０を経て、前述の如く圧縮機本体２に再度供給する。
【００１４】
　ここで、大気中に含まれる水分の一部が、空気圧縮によって凝縮し、油と共に油タンク
３に回収される。そこで、油タンク３内面に配された水分吸着材１１のうち、油タンク３
の油と共に回収された水分と接する一方の端部では水分を吸着する。また、同時に、ヒー
タ１２が油タンク３の空気出口付近にあるもう一方の端部では、ヒータ１２による局部的
な加熱により、圧縮空気の温度が上昇して飽和水蒸気量が部分的に増加することで、油タ
ンク３内を通過する圧縮空気に吸着した水分を放出（排出、脱着）する。
【００１５】
　水分放出により乾いた部分に吸着された水分が伝っていくことで、回収された水分の吸
着と圧縮空気への水分放出が連続的に発生し、回収された水分が水分吸着材１１を介して
圧縮空気に移行する。このため、油タンク３内から水分を除去することができる。したが
って、例えば、油タンク３内に水分がたまっていって油等をあふれさせることを防止する
ことができる。また、油タンク３下部から回収した油と共に送り出される水分量を減らす
ことができ、潤滑、冷却等をはかるために適切な量の油を圧縮機本体２に供給することが
できる。
【００１６】
　一方、油タンク３から出た水分吸着材１１が放出した水分を含む圧縮空気を、セパレー
タエレメント５に通過させて油を濾過する。また、アフタークーラ６が冷却する。さらに
、水分離器７は圧縮空気から水分を除去し、エアドライヤ８によりさらに除湿して、外部
の装置に送り出す。水分離器７が除去した水分については、例えば排出機構（図示せず）
によって装置外に排出する。
【００１７】
　以上のように、実施の形態１の油冷式圧縮機においては、油タンク３の内面に、一端側
が回収された油等に浸るようにし、他端側が圧縮空気の出口となる部分に位置するように
水分吸着材１１を設け、一端側において油に混じった水分を吸着するようにし、他端側に
おいてヒータ１２で加熱することで圧縮空気に放出して油タンク３外に排出するようにし
たので、通常の油冷式圧縮機動作中においても、連続的に油タンク３中の水分を分離・排
出することができる。また、油中に水分が撹拌されていても、水分吸着材１１が微視的な
レベルで水分を選択的に吸着することができるので、水分が油タンク３の底部に沈降する
前に除去することができる。このため、油冷式圧縮機における空気回路にバイパス、オリ
フィス等を追加しなくてもよく、無負荷運転のない油冷式圧縮機でも油の性能劣化を防ぐ
ことが可能となる。
【００１８】
実施の形態２．
　図３は、この発明の実施の形態２に係る油冷式圧縮機の油タンク３の断面図である。こ
こで、油タンク３以外の油冷式圧縮機の構成については、実施の形態１と同じである。
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【００１９】
　本実施の形態では、油タンク３内部に２個以上の一対の水分吸着材１１、ヒータ１２お
よび電動巻上げ機１３を有している。一対の水分吸着材１１については、電動巻上げ機１
３により、一方の水分吸着材１１が油タンク３にたまった油に浸漬して水分を吸着してい
る間、他方の水分吸着材１１は油タンク３の空気出口付近において水分放出のためにヒー
タ１２で加熱される。
【００２０】
　また、本実施の形態のヒータ１２は、油タンク３内部に設けられ、油タンク３の空気出
口付近に位置する水分吸着材１１を加熱する。本実施の形態においても、圧縮機本体２が
稼動して圧縮空気が発生する直前から、圧縮機本体２の稼動が終了して内圧が開放される
までの間、ヒータ１２に通電して加熱させるようにする。
【００２１】
　吸着材移動手段となる電動巻上げ機１３は、巻上げ動作が設定されており、ワイヤ等で
吊された一対の水分吸着材１１を巻き上げる等して、それぞれの水分吸着材１１を上下方
向に移動させ、水分吸着材１１を、油中へ浸漬させる又はヒータ１２によって加熱させる
ことができる。これを釣瓶のように、一対の水分吸着材１１に交互に行わせることができ
る。
【００２２】
　以上のように構成した油冷式圧縮機における油タンク３内部における動作について説明
する。一対の水分吸着材１１のうち、油タンク３に回収された油中の水分吸着材１１は、
油タンク３において回収された水分を吸着する。一方、油タンク３の空気出口の直前に位
置するもう一方の水分吸着材１１は、ヒータ１２によって加熱され、空気出口付近の圧縮
空気の温度が上昇することによって飽和水蒸気量が部分的に増加して、水分吸着材１１か
ら水分が放出される。
【００２３】
　そして、電動巻上げ機１３は、例えば一定時間毎に、浸漬している水分吸着材１１を引
き上げてヒータ１２で加熱させると共に、ヒータ１２で加熱している水分吸着材を浸漬さ
せて水分を吸着させる。水分吸着とヒータ１２の加熱による水分放出を、電動巻上げ機１
３の動作によって、それぞれの水分吸着材１１が交互に繰り返すことにより、油中の水分
が圧縮空気に移行する。油タンク３から出た圧縮空気の処理及び油タンク３下部から送ら
れる油の処理については、実施の形態１で説明したことと同様である。
【００２４】
　以上のように、実施の形態２の油冷式圧縮機によれば、一対の水分吸着材１１において
、一方の水分吸着材１１で油と共に回収された水分を吸着しつつ、他方の水分吸着材１１
で圧縮空気に放出して油タンク３外に排出するように構成し、電動巻上げ機１３により、
交互に行うようにしたので、通常の油冷式圧縮機動作中においても、連続的に油タンク３
中の水分を分離・排出することができる。また、油タンク３の内部形状に関らず、水分吸
着材１１の形状や体積を自由に設定することができる。そのため、実使用での水分発生条
件や油タンクの形状といった個々の状況に対応が可能となる。
【００２５】
実施の形態３．
　上述の実施の形態１および実施の形態２では特に言及しなかったが、水分吸着材１１の
材料として、例えばゼオライトを用いるようにしても良い。ゼオライトは、その分子骨格
構造を適切に選択することにより、骨格中の細孔において、水分のみを吸着また放出する
ことができる。また、ゼオライトはケイ素を主成分としており、耐油・耐熱性にも優れて
おり、本発明のように、油冷式圧縮機における水分吸着材として好適である。
【００２６】
実施の形態４．
　上述の実施の形態２においては、吸着材移動手段として電動巻上げ機１３を用いて一対
の水分吸着材１１を交互に油タンク３底部と圧縮空気出口付近との間を移動させるように
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したが、これに限定するものではない。例えば、ロータ等の循環装置を吸着材移動手段と
し、循環装置によって水分吸着材を循環させるようにして、水分の吸着と放出とを繰り返
せるようにしてもよい。
【００２７】
　また、吸着材移動手段として、電動巻上げ機１３、循環装置に限らず、例えば、水分吸
着材１１が、油中の水分吸着と吸着した水分の油タンク３からの排出をほぼ連続して行わ
せることができるような機構（装置）で構成してもよい。
【符号の説明】
【００２８】
　１　エアフィルタ、２　圧縮機本体、３　油タンク、４　油分離手段、５　セパレータ
エレメント、６　アフタークーラ、７　水分離器、８　エアドライヤ、９　オイルフィル
タ、１０　オイルクーラ、１１　水分吸着材、１２　ヒータ、１３　電動巻上げ機。

【図１】 【図２】

【図３】
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